
対象国 146 か国 
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順位 前回順位 国名 指数 

1 1（-） アイスランド 0.935 

2 3（＋1） フィンランド 0.875 

3 2（-1） ノルウェー 0.875 

4 4（-） ニュージーランド 0.835 

5 5（-） スウェーデン 0.816 

 

25 16（-9） フィリピン 0.779 

43 43（-） アメリカ 0.747 

94 105（+11） 韓国 0.696 

106 107（-1） 中国 0.684 

118 125（+7） 日本 0.663 

No.４４ 10 月号 

令和6年１０月１５日発行 

 

ジェンダー・ギャップ指数 2024 
世界経済フォーラムがジェンダー・ギャップ指数 2024 を発表しました。 

ジェンダーギャップ指数は、男女間の不平等の度合いを測定する指標で、世界経済フォーラムが毎年

発表しています。さて、日本は真の平等に向かってどれだけ前進したのでしょうか？ 

ジェンダーギャップ指数が示すデータの裏には、私たちの社会がどれほど変わったのか、また変わら

なければならないのかという問いが潜んでいます。 

日本の順位は、146 か国中 118 位でした。

過去最低だった昨年から 7 位順位を上げたもの

の、未だ下位グループを抜け出せず、先進 7 か

国の中では今回も最下位でした。アジアの中で

も 94 位の韓国、106位の中国よりも下で、依

然として「政治」と「経済」の分野での遅れが際

立っています。 

首位は 15 年連続アイスランドで、1～5 位に

は北欧諸国が多くランクインしています。 

結果からもわかるとおり、日本がジェンダー

ギャップ指数で上位国に遅れを取っているの

は、主に政治と経済の領域での女性の影響力の

低さが原因となっています。 
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★「経済」「教育」「政治」「健康」の４つの分野

で評価 

★０から１の範囲で示され、１に近いほど男女

間格差が小さく、平等に近い 

個人主義と性の変わらない文化 

結婚後も個人の姓を保持する文化があり、

女性が夫に属するという考え方が根付い

ていない。 

 

１５年連続１位！ 
何が違うの？アイスランド 

男女の賃金格差違法化の取組み 

2018 年に世界で初めて男女の賃金格差を

違法とする「男女同一賃金証明法」が制定 

 
充実した育児休業制度の効果 

父母それぞれに6カ月の育児休暇と6週 

間の共有育児休暇が認められている。 

男性の育児休暇取得率が 80%以上 

議員の数は男女ほぼ同数 



センター開設から半年が経ちました。交流フロアに

は毎日多くの学生が自習に訪れ、活気に満ちた学びの

場が広がっています。今年度から、講座の企画運営を

業務委託し、新しい取り組みも多数実施されていま

す。センター１年目、挑戦の年です。今後の発展にぜ

ひご期待ください。皆様のご参加・ご来館を心よりお

待ちしております！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

このニュースレターは、松本市ジェンダー

平等センターホームページでも見ること

ができます。 

 性差に基づくという意味の「ジェン

ダード」と知的創造と技術革新を意味

する「イノベーション」を組み合わせ

た造語。 

科学や技術の分野において、性差を

積極的に考慮することで、新たな視点

や価値を創出するアプローチです。従

来の研究や開発が男性を基準にして

いたために、女性や他の性に不利益が

生じることが多くありました。これを

逆手にとって、性差分析を取り入れる

ことで、多様なニーズに応じたイノベ

ーションを促進する考え方です。 

 

ジェンダードイノベーション 

ジェンダー平等センター開設から半年 
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新着図書のご紹介 

パレア松本には図書コーナーがあります。どなたでも自由に本を読んだり、借りたりすることができます。 

『ほどよく忘れて生きていく』 

（藤井 英子著、サンマーク出版、2023 年） 

心の平穏を求める旅を描いた一冊。過去の辛さや思い出を手放すこと

で、今を大切に生きる方法を提案します。日常に潜むストレスから解放さ

れ、心を軽くするヒントが満載。新たな自分に出会いたい人にぜひおすす

めです。 

『このプリン、いま食べるか？ガマンするか？』 

（垣内 尚文著、飛鳥新社、2023 年） 

日常の選択を通じて人生を豊かにする方法を探求した一冊です。 

誘惑と自己制御の狭間で揺れる心に寄り添い、思考を深めるヒントを提供。

小さな決断が大きな影響をもたらすことを実感させ、読者を新たな気づきへ導

きます。自分の選択を見つめ直したい人に、ぜひ手に取ってほしい一冊です。 


